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Abstract
The purpose of this study was to examine the relation between the managerial behaviors, 

individual characteristics, educational effect, and achievements in sports events. The subjects 
were 259 managers of men's and women's basketball clubs of high schools in Japan. The 
managerial behaviors were defined by seven elements: bringing up club members, information 
management, creating an environment, maintaining discipline, management by objectives, 
initiative of innovation, and building trust. The data for analysis were gathered by mailing 
questionnaire surveys, conducted between September and October 2015. 

The results were summarized as follows:
1 ）  The managers who positively executed managerial behaviors had certified licenses for 

coaching and refereeing issued by the Japan Basketball Association; were teachers of 
health and physical education; had experience as players for 10 years or more; and had 
played in national basketball competitions.

2 ）  There was a positive correlation between the managerial behaviors that were “bringing up 
club members”, “information management”, “management by objectives” and the 
educational effects of both the clubs.

3 ）  There was a positive correlation between “maintaining discipline” and the educational 
effects of the men's clubs. 

4 ）  There was a positive correlation between “building trust” and the educational effects of 
the women’s clubs.

5 ）  There was a positive high correlation between “creating an environment” and the 
achievements in sports events of both the clubs.

6 ）  There was a positive correlation between “bringing up club members”, “building trust”, 
and the achievements in sports events of the men’ s clubs.

7 ）  There was a significant difference （men's clubs > women’s clubs） of four items in “bringing 
up club members”, “information management”, and “creating an environment”.

8 ）  There was a significant difference （women’s clubs > men's clubs） of two items in “building 
trust”.

キーワード：管理行動，顧問，運動部，高等学校，バスケットボール
Keyword： Managerial Behavior, Managers, Athletic Clubs, High Schools, Basketball 
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ている．
体育・スポーツ経営学界の研究において，藤

田・松原（1992）は，田尾（1984）の地方自治
体の管理者の管理行動研究に準拠して，運動部
顧問の管理行動を「運動部の定期的活動の継続
に努め，集団の機能を維持し，その成果を高め
るための行動」と定義し，中学校の男子サッ
カー部顧問を対象として，その構造を明らかに
している．管理行動の構造は，上掲した「運動
部活動での指導のガイドライン」の提言と部分
的に一致しており，「部員育成」「規律維持」「信
頼維持」「変革主導」「情報管理」「体制づくり」

「環境形成」の 7 因子42項目であった．その後，
藤田（2000）は，中学校女子バスケットボール
部の顧問を対象として追試的研究を行い，「部
員育成」「情報管理」「環境形成」「規律維持」「目
標管理」「変革主導」「助言依頼」「信頼関係」
の 8 因子49項目の構造を見出している．また，
両者ともに，各顧問が指導する運動部活動が

「部員の人間形成においてどの程度役立ってい
るか」を設問した教育的効果との関連では，「部
員育成」に関わる管理行動が最も強い規定力を
持ち，競技成績には「環境形成」に関わる管理
行動が最も強い規定力を持つこと，管理行動の
程度は，保健体育科教員が他教科の教員に比べ
て高いことを明らかにしている. さらに，藤
田・吉田（2010）は，競技経験と指導種目が一
致しており，全国・ブロック大会レベルの競技
経験を有する教員の管理行動の度合いが高いこ
とを明らかにし，国田・藤田（2008，2010）は，
中学校と高等学校のソフトテニス部を対象とし
た研究において，高等学校の競技成績上位群の
顧問は，中学校の競技成績上位群の顧問よりも

「有能な人材の確保」「部員の健康管理」を積極
的に行っていることを明らかにしている．

以上の先行研究では，運動部顧問が遂行すべ
き管理行動の構造，運動部活動の成果との関連
性，管理行動の度合いと関係する要因について
詳細に検討されている．しかしながら，男子部
と女子部における管理行動の差異については分
析がなされていない．そこで本研究では，女子
高校生の登録人数が最も多い（全国高体連調査，

Ⅰ．緒言

高等学校の運動部活動は，学習意欲の向上や
責任感，連帯感の涵養等に資する学校教育の一
環としての活動であり（文部科学省，2009），
運動部の顧問には，部員を知・徳・体の調和の
とれた人間に育てる役割が求められている．ま
た，スポーツ基本計画（文部科学省，2017）で
は，国際競技力の向上が目標として掲げられて
おり，運動部の顧問には，わが国のユース年代
の競技力を高める役割も求められている．

文部科学省スポーツ・青少年局が組織した運
動部活動の在り方に関する調査研究協力者会議

（2013）は，「運動部活動での指導のガイドライ
ン」を含めた調査研究報告書をまとめている．
その内容は，体罰の根絶が中核であるが，「運
動部活動の指導者，特に顧問の教員は，当該ス
ポーツ種目の技術的な指導のみならず，部活動
のマネジメント（運営），生徒の意欲喚起や人
間関係形成のための指導， 安全確保や事故防止
に取り組むことが必要です」と述べ，①学校組
織全体での運営や指導の目標，方針の作成と共
有，②保護者等への目標，計画等の説明と理解,
③外部指導者等の協力確保，連携，④外部指導
者等の協力を得る場合の校内体制の整備，⑤生
徒のニーズや意見の把握とそれらを反映させた
目標等の設定，計画の作成，⑥年間を通したバ
ランスのとれた活動への配慮，⑦年間の活動の
振り返りと次年度への反映，⑧科学的裏付け等
及び生徒への説明と理解に基づく指導の実施，
⑨生徒が主体的に自立して取り組む力の育成，
⑩生徒の心理面を考慮した肯定的な指導，⑪生
徒の状況の細かい把握，適切なフォローを加え
た指導，⑫指導者と生徒の信頼関係づくり，⑬
上級生と下級生，生徒の間の人間関係形成，
リーダー育成等の集団づくり，⑭事故防止，安
全確保に注意した指導，⑮厳しい指導と体罰等
の許されない指導との区別，⑯科学的な指導内
容，方法の積極的な取り入れ，⑰学校内外での
指導力向上のための研修，研究，⑱校長等の管
理職の理解，⑲運動部活動のマネジメント力そ
の他多様な指導力の習得が必要であると提言し
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平成28年 8 月現在，61,175人），バスケットボー
ル部の顧問を対象にして，個人属性と管理行動，
及び管理行動と運動部活動の成果との関連性に
ついて，上述した先行研究の結果を踏まえて追
試的に再検討し，男子部と女子部の顧問の管理
行動に差異があるのかについて明らかにするこ
とを目的とした．

本研究の分析枠組は，図 1 の通りである．

Ⅱ．方法

１．管理行動の測定項目
中学校と高等学校の運動部は，部員の年齢，

人数，体格・体力・運動技能等に差があるが，
いずれもほとんどが競技大会での勝利を目指す，
従属的・競技的クラブとして活動している．ま
た，運動部顧問の位置付けも学校長の管理下で
ミドル・マネジメントの業務を遂行しているこ
とは同様である．さらに，これまでの先行研究
の結果と比較する必要があるため，本研究の対
象と同じ種目である，中学校女子バスケット
ボール部の顧問を対象とした藤田（2000）の先
行研究で示された管理行動の測定項目を用いた．
しかし，「助言依頼」については，中学校に多図 1　本研究の分析枠組

表 1　管理行動調査票
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く存在する，競技経験のない運動部顧問の行動
のまとまりを示す因子であると推察されるため，
除外した．また，回答の負荷が大きくならない
ようにするため，因子負荷量が高く，各因子の
行動を的確に表現している項目を精選し，部員
育成（ 6 項目），情報管理（ 7 項目），環境形成

（ 8 項目），規律維持（ 5 項目），目標管理（ 5
項目），変革主導（ 3 項目），信頼関係（ 4 項目）
の 7 因子・計38項目で構成する調査票を作成し
た.回答は， 5 段階のリッカート尺度（5.極めて
よくあてはまる 4.よくあてはまる 3.あてはま
るほうである 2.なんともいえない 1.あてはま
らない）注 1 ）を用いて，最もあてはまる程度を
一つ選択させた．具体的な項目は，表 1 の通り
である．

２．競技成績の得点化
競技成績の質問項目については，国田・藤田

（2010）の先行研究に準拠して，平成27年度を
含む過去 5 年間の全国高等学校総合体育大会及
び都道府県予選の結果について， 6 つの区分

（インターハイベスト 8 以上，インターハイ出
場，県予選ベスト 8 以上，県予選ベスト16，県
予選ベスト32以下，地区予選敗退）を用意して
回答を求めた．しかし，国田・藤田（2010）の
先行研究では，各都道府県における登録学校数
の格差に配慮しないで画一的に 5 点～ 1 点を付
与しており，実際の競技レベルを十分に反映し
ていないと考えたため，本研究では，「インター
ハイベスト 8 以上」には一律に20点を付与し，
都道府県の登録学校数の格差（平成27年度男子
部最大364校～最小23校，女子部最大367校～最
小21校）を考慮した得点を付与した. 具体的に

は，表 2 に示した通り，「インターハイ出場」
の点数について，登録学校数が200校以上の都
道府県の代表校には，「インターハイベスト 8
以上」（20点）の 1 / 2 の10点を付与した. また，
階級の幅を50校にして区分し，登録学校数が
150～199校の都道府県の代表校には 9 点，100
～149校の都道府県の代表校には 8 点，50～99
校の都道府県の代表校には 7 点と， 1 点ずつ減
点して得点化し，49校以下の都道府県の代表校
には，200校以上の都道府県の代表校（10点）
の 1 / 2 の 5 点を付与した. さらに，「県予選ベ
スト 8 以上」「県予選ベスト16」には，「イン
ターハイ出場」の点数から 2 点ずつ減点し，「県
予選ベスト32以下」では，登録学校数が150校
以上に 2 点，50～149校に 1 点，49校以下は，
地区予選敗退と同じレベルであると判断して 0
点とした. 

国民体育大会では，個人種目の 1 位を 8 点と
し， 1 チーム 8 人以上の団体競技は 1 位64点，
5 人以上 7 人以下の団体競技は 1 位40点， 4 人
以下の団体競技は 1 位24点としている. これら
の得点は，チーム構成人数を考慮し， 8 位入賞
者（チーム）に 1 点以上の得点を付与するため
の便宜的な競技得点である. 本研究の競技成績
の得点化の手続きも明確な根拠があるわけでは
ない. あくまでも都道府県の登録学校数の格差
を考慮し，競技成績の相対的な位置を区別する
ための便宜的な得点化である.

なお，過去 5 年間の大会結果を設問したが，
4 ・ 5 年前の大会結果の回答の欠損が多く，そ
れらを除外するとサンプルが少なくなるため，
本研究では，過去 3 年間の競技得点の合計点を
算出して分析した.

表 2　競技成績の得点
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３．教育的効果の測定
運動部活動の教育的意義について，学習指導

要領及び運動部活動に関する通達文には，冒頭
でも触れたように，責任感，連帯感，自主性，
協調性，規律を守る態度の育成等が明記されて
いる（日本体育協会スポーツ医・科学専門委員
会，2015）．これらを観点別に評価する方法も
あるが，本研究では，回答の負荷を考慮し，藤
田・松原（1992）の先行研究に準拠して総合的
な教育的効果の自己評価項目を設定した. 具体
的には，「部員の人間形成においてどの程度役
立っているか」の設問に対して， 5 段階のリッ
カート尺度（ 5 ．大変役立っている　 4 ．かな
り役立っている　 3 ．まあまあだと思う　 2 ．
あまり役立っていない　 1 ．全く役立っていな
い）を用いて，最もあてはまる程度を一つ選択
させた．

４．個人属性の調査項目
顧問の個人属性については，上述した先行研

究の調査項目に準拠しながら，以下の内容につ
いて回答を求めた.

①性別，②年齢，③担当教科，④教職経験年
数，⑤バスケットボール部顧問の経験年数，⑥
現任校での顧問活動年数，⑦バスケットボール
の競技経験年数，⑧プレイヤーとしての競技レ
ベル，⑨バスケットボールの指導者・審判資格
の所有の有無と内容. 

５．レクリエーション活動の調査
多くのビジネスの組織のリーダシップ研修，

人材開発の現場ではチームビルディングが導入
されている. チームビルディングとは，「仲間が
思いを一つにして，一つのゴールに向かって進
んでゆける組織づくり」のことであり， 具体的
な内容は，親睦を深めるためのイベントや旅行，
部署内での飲み会など，共通体験を持つことで
お互いのことを知り合い，コミュニケーション
の量を増やすことでチームとしての関係性の基
盤を作ること，チームビルディングを目的に開

発された，メンバーと困難な課題に挑戦し，行
動を振り返って改善点を見つけ，さらに改善点
を反映して再挑戦するなどのプロセスを実践す
る合宿研修プログラムを実施すること，日常の
職場で定期的にチームミーティングを持ち，日
常のコミュニケーションを振り返り改善するこ
と等である（Team Building Japan，2017）．

運動部活動においてもチームビルディングは
必須であり，管理行動の「信頼関係」に内包さ
れた項目の「36.部員とレクリエーション活動
をすることがしばしばある」の動態を探るとと
もに，実際に，どのような内容のレクリエー
ション活動を行っているのかについて調査し
た. 回答は，具体例（新入部員歓迎会，夏の
BBQ，卒業生を送る会等）を掲載した上で，
自由記述してもらった.

６．調査対象校の選定
本研究の対象校は，まず，過去 5 年間の全国

高等学校総合体育大会の大会結果を大会ホーム
ページで調べ，インターハイ出場校の男子部77
校・女子部73校を選定し，次に，全国学校総覧
2014年版より，インターハイに出場していない
高等学校（定時制は除く）を男女別に10校間隔
を原則として抽出し，男子部515校・女子部433
校を選定した．

以上の手続きによって選定された高等学校は，
男子部592校，女子部506校，計1,098校である．

７．調査方法・期間及び有効回答数（率）
調査は，郵送による質問紙法によって，平成

27年 9 月～10月に実施した．対象別の有効回答
数（率）は表 3 の通りである．

表 3　対象別の有効回答数（率）
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８．統計処理
本研究で得たデータは，リッカートの簡便法

に従い， 5 段階で回答された番号を数値得点に
振り分け，管理行動との関連性について，
Microsoft Office Excel 2003，Excel統計2006，
アドインソフトMulcelを用いて，カイ二乗検定，
ボンフェローニ法による多重比較検定，ピアソ
ンの相関係数と有意性に関する検定，重回帰分
析を行なった．

Ⅲ．結果

１．男子部・女子部顧問の個人属性
男子部129名，女子部130名の顧問の性別・年

齢等の個人属性 9 項目の度数分布と男子部・女
子部間の度数分布の差異を示すχ2 検定の結果
は，以下の表 4 ～表12に示した通りである.

各属性における度数分布とχ2 検定の結果を
見ると，男性の顧問が多数を占めているが，女
子部においては， 3 割が女性教員であり，男子
部に比較するとその割合は高いと言える．また，
男子部では，バスケットボール競技経験が「10
年以上」の顧問が 7 割を占め，女子部に比べて
豊富な競技経験を持つ顧問が多いことが分かる．
さらに，特徴的な結果は，男子部・女子部とも
に，バスケットボール競技経験が「 6 年以上」
の顧問が約 8 割を占めているにも関わらず，日
本バスケットボール協会（JBA）の公認コーチ
資格を保有していない顧問が半数を占め，審判
資格を保有していない顧問が 7 割強も存在して
いることである．公認コーチや審判の資格を取
得することは，自身の技術・戦術指導の力量を
高めることに繋がるため，U-18年代の国際競技
力の向上を目指す競技団体の立場から見ると，
この現況は改変する必要があると考える.

表 4　性別

表 5　年齢

表 6　教職経験年数



体育・スポーツ経営学研究　第31巻　2017年10月

61

表 7　バスケットボール部顧問経験年数

表 9　バスケットボール競技レベル

表10　担当教科

表11　JBA公認コーチ資格

表12　JBA公認審判資格

表 8　バスケットボール経験年数
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２．個人属性と管理行動の関係
上掲した個人属性と管理行動との間にどのよ

うな関係があるのかを見出すため，各個人属性
の群別（表13）に算出した管理行動の項目得点
の平均値について，ボンフェロー法による多重

比較検定を行った．その結果の一覧が，表14と
表15である．また，群間に 5 ％水準で有意差が
認められた項目数を一覧にしたのが表16である．
これらを見ると，男子部・女子部ともに，管理
行動の度合いと関係する個人属性は，「担当教

表13　多重比較検定における個人属性の群分け

表14　男子部顧問の個人属性と管理行動の多重比較検定の結果
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科」「資格」「競技経験」であり，女子部におい
ては，3 割が女性の顧問であることから「性別」
も関係があり，「競技レベル」も関係性を持っ
ていることが分かる．したがって，JBA公認の
指導者・審判資格を保有する男性の保健体育科

教員で，10年以上の競技経験を有し，全国大会
以上の競技レベルの大会に出場した経験を持つ
顧問が積極的な管理行動を遂行していると言え
る.

表16　個人属性の群間に有意差が認められた管理行動の項目数

表15　女子部顧問の個人属性と管理行動の多重比較検定の結果
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３．管理行動と教育的効果の関係
顧問の管理行動と部員に対する教育的効果と

の関係について，藤田・松原（1992），藤田
（2000），国田・藤田（2008，2010）の先行研究
では，いずれも単回帰分析を行い，全ての因子
の管理行動と有意な相関があることを明らかに
している. 本研究においても彼らの分析方法に
準拠して，管理行動の全ての項目を説明変数，
教育的効果を目的変数とする単回帰分析及び相
関係数の有意性の検定を行った. その結果，表
17に示した通り，男子部・女子部ともに，ほぼ
すべての管理行動の項目と教育的効果の間に，
1 ％水準の正の相関関係があることが明らかと
なった.

表17では，因果関係が説明できる管理行動を
探るために，中程度の相関があると表現される，
相関係数（r）> 0.4の数値に下線を引いて示し
ている．それらの項目に注目すると，男子部・

女子部ともに「部員育成」「情報管理」「目標管
理」に複数の項目が存在し，男子部は「規律維
持」，女子部は「信頼関係」にも複数の項目が
存在していることが分かる.「部員育成」では，
部員のプレーのつまずきを把握し，運動技能を
いかに向上させるかを常に考えること，「情報
管理」では，自身の水平的人間関係を広げて，
部員にプレーの向上に資する情報を提供し，詳
細な練習計画を立案すること，「目標管理」で
は，長期的展望を持って部全体と部員一人ひと
りの明確な目標を設定し，部員に課題を自覚さ
せ，その課題解決に自ら取り組むことを促すこ
とが重要であると言える.

また，男子部では「規律維持」に向けて，あ
いさつの励行と練習施設・用具の保全について
の指導，女子部では「信頼関係」の構築・維持
に向けて，学業・練習・進路などについてのカ
ウンセリングを行うことも重要であると言える.

表17　管理行動と教育的効果の相関係数
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４．管理行動と競技成績の関係

（１）管理行動と競技成績の単回帰分析
図 2 と図 3 は，男子部・女子部の顧問の管理

行動得点と競技成績得点の単回帰分析の結果を
示 し た も の で あ る． 男 子 部 で は，r=0.598

（p<.001），y=0.1345　x−7.3157の結果が得ら
れ，女子部においても，r=0.616（p<.001），
y=0.1608　x−11.476の結果が得られた．いず
れも0.1％水準で有意な相関があることが認め
られたことから，顧問の管理行動の程度が，競
技成績の水準を規定すると言える.

図 2　男子部顧問の管理行動得点と競技成績得点の散布図

図 3　女子部顧問の管理行動得点と競技成績得点の散布図



66

藤田：高等学校運動部顧問の管理行動に関する研究

（２）管理行動と競技成績の重回帰分析
藤田・松原（1992）及び藤田（2000）は，中

学校の男子サッカー部と女子バスケットボール
部を対象として，競技成績には「環境形成」の
管理行動が最も強く影響を及ぼすことを明らか
にしている. 本研究で対象とした高等学校の男
女バスケットボール部においても同様の結果が
得られるかを追試するため，リッカートの簡便
法に従って，管理行動についての質問項目の回
答の段階を素点にして算出した各因子の合計得
点を独立変数，競技成績得点を従属変数とする
重回帰分析を行った. その結果を示したのが
表18である. この結果を見ると，男子部・女子
部ともに，有能な部員（ヒト），練習施設（モ
ノ），活動資金（カネ）の経営資源を獲得しよ
うとする「環境形成」の行動が，競技成績に直
結していることが分かる.

また，男子部では，「部員育成」が 5 ％水準
で競技成績にプラスの影響を及ぼしており，

「信頼関係」は 5 ％水準で競技成績にマイナス
の影響を及ぼしているという結果が示された. 

「部員育成」については，女子部においても統
計上の水準には達していないが，競技成績にプ
ラスに影響している傾向が見られる. 一方，男
子部において「信頼関係」が競技成績にマイナ
スの影響を及ぼしているという結果については，
競技成績が高い男子部におけるレクリエーショ
ン活動の頻度や，顧問の部員に対するカウンセ
リングの機会が少ない現状を示していると推察
する. 

５．男子部・女子部の顧問の管理行動の比較

（１）男子部・女子部の顧問の管理行動の差異
男子部と女子部の顧問の管理行動に何らかの

差異があるのかを検討するため，両者のすべて
の管理行動の得点の平均値の差の検定を行った．
その結果を折れ線グラフで示したのが図 4 であ
る.

両者の管理行動のグラフは，ほとんどが重な
る結果であったが，「規律維持」の管理行動が
最も積極的に遂行され，「部員育成」，「目標管
理」「信頼関係」「情報管理」「変革主導」「環境
形成」の順にその程度が少しずつ弱くなってい
ることが分かる. 競技成績に直結する「環境形
成」においては，施設の安全管理の項目以外は，

「2.なんともいえない」の回答状況であり，ス
ポーツ推薦入学制度のない公立高校の現況を示
していると推察できる.

男子部・女子部の顧問の管理行動の平均値に
有意な差（男子部＞女子部）が認められた項目
は，「2.部員の活動状況の把握」「11.高体連等関
係者との密接な連絡」「13.詳細なトレーニング
計画の立案」「18.公共スポーツ施設の積極的な
利用」の 4 項目であり，いずれも 5 ％水準で男
子部顧問の方が積極的であることが判明した．
男子部・女子部の顧問の個人属性の差異は，女
子部に女性顧問が比較的に多いこと，男子部に
競技経験が豊富な顧問が比較的に多いことで
あった. 競技経験が豊富な顧問は，各都道府県
のバスケットボール協会の各種委員会の委員や

表18　競技成績と管理行動の重回帰分析結果
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図 4　男子部・女子部の顧問の管理行動の比較
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高体連の専門部の部員など，要職に就任する可
能性が高いことが考えられ，表14に示したよう
に「部員育成」や「情報管理」の管理行動の度
合いも高い. また，「18.公共スポーツ施設の積
極的な利用」は，部員が自転車で公共スポーツ
施設に通える誘致距離内に高等学校が存在して
いることが条件になると考える. したがって，
上掲の結果は，個人属性と学校の立地の差異に
よるものと推察できる.

一方，「36.部員とのレクリエーション活動」，
「37.部員の悩み等の把握」の 2 項目には，いず
れも 1 ％水準で女子部＞男子部の有意差が認め
られた．個人属性と管理行動の関係を示した表
14と表15では，これら 2 項目に有意な差をもた
らす個人属性は見当たらない.

したがって，「信頼関係」に含まれるこれら
2 項目の管理行動の差異については，部員が女
子であることが影響していると考えられる.

男女の性差の研究の中で，Latane ら（1977）
は，女性の方が，明らかに男性よりも親和動機
が強いと述べ，Maccobyら（1974）は，不安・
情緒的混乱は，青年期になるとほぼ一貫して女
性の方が高いと述べている.また，女性は男性
よりも言語能力に優れ，おしゃべりが好きであ
ることは定説である. 女子部の顧問は，このよ
うな性差に応じて「信頼関係」の構築に向けた
行動をしていると推察される.

（２）男子部・女子部のレクリエーション活動
男子部・女子部におけるレクリエーション活

動の回答数を比較し，それらの具体的な記述を
一覧にしたものが，表19と表20である．男子部
に比べて女子部の方が実施している割合が高く，
その内容も多様であることが分かる. 男女とも
に多いのが，夏のバーベキューであるが，女子
部では，新入生歓迎会，花見，誕生日会，花火，
クリスマスパーティ，新年会，卒業生歓送会な
ど，季節の節目に顧問と部員及び部員間のコ
ミュニケーションを深め，集団凝集性を高める

ためのレクリエーション活動を行っている. こ
のことが，男子部・女子部の顧問の「信頼関係」
の管理行動における具体的な差異であると考え
る.

インターハイ，ウインターカップ，国民体育
大会で常勝を誇る桜花学園高等学校女子バス
ケットボール部のプロコーチである井上眞一監
督（70歳）は，全国から集まってきた24名の
トップレベルの選手達に対して，パス・ドリブ
ル・シュートの基本動作を徹底して教えてい
る. 練習時は常に本番の試合を想定して行うた
め，選手達には集中力と緊張感を求め，コート
ではいつも大声を出して指導する. しかし，練
習が終わって，併設する寮に戻ると，人が変
わったように笑顔になり，選手達は「おじい
ちゃん」と呼んで慕い，友達のような口調で会
話し，彼の誕生日にはパーティを開いて心から
祝っている. このような姿を放映したNHKのド
キュメント番組の中で井上監督は，「信頼関係
を構築していくことは，選手の力を最大限引っ
ぱり出すためには，絶対必要なものだと思って
います」と述べている.

本研究では，「信頼関係」の管理行動は，教
育的効果に対してはプラスに影響するが，競技
成績にはプラスに影響していないことが確認さ
れた. この結果に従えば，「信頼関係」の管理行
動は，競技成績を高めるためには不要であると
判断することもできる. しかし，井上監督の言
葉にもあるように，顧問と部員及び部員間の信
頼関係を構築することは，効果的な運動部活動
の基盤であると考える.

表19　レクリエーション活動の回答数
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表20　レクリエーション活動の内容
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Ⅳ. 結　語

本研究では，質問紙調査によって，高等学校
の男女バスケットボール部顧問の個人属性と管
理行動，及び管理行動と運動部活動の成果との
関連性を検討し，男子部と女子部の顧問の管理
行動の差異について分析した．得られた結果は，
以下のように要約できる.
1 ） JBA公認の指導者・審判資格を保有する男

性の保健体育科教員で，10年以上の競技経
験を有し，全国大会以上の競技レベルの大
会に出場した経験を持つ顧問が積極的な管
理行動を遂行している.

2 ） 管理行動と教育的効果は，正の相関関係に
ある. 男子部・女子部ともに「部員育成」

「情報管理」「目標管理」との関係が認めら
れ，男子部では「規律維持」，女子部では

「信頼関係」との関係が認められた.
3 ） 管理行動と競技成績は，正の相関関係にあ

る. 男子部・女子部ともに，有能な部員
（ヒト），練習施設（モノ），活動資金（カネ）
の経営資源を獲得しようとする「環境形
成」が競技成績に直結している. また，男
子部では，「部員育成」も競技成績にプラ
スの影響を及ぼしており，「信頼関係」は
マイナスの影響を及ぼしていた.

4 ） 38項目の管理行動の中で，「部員育成」「情
報管理」「環境形成」に関わる 4 項目にお
いて，男子部＞女子部の有意な差が認めら
れた. また，女子部＞男子部の有意な差が
認められたのは「信頼関係」に関わる 2 項
目であり，前者は個人属性と学校の立地の
状況の差，後者は部員の性差によるものと
推察された. また，女子部においては，男
子部に比べて多様なレクリエーション活動
を行っている状況が確認された.

以上の結果を総括すると，強いチーム作りに
は，練習環境を整えて有能な選手を獲得するこ
とが絶対条件であり，その選手達をよりレベル
の高いプレイヤーに育てるために，部員との信
頼関係を築き上げ，部員の個性を洞察し，明確

な目標を設定して，豊かな知識・情報に基づい
た技術・戦術指導をしなければならないと言え
よう. 

中学校・高等学校の運動部顧問の管理行動の
研究は，十分とは言えないものの，これまでに
積み上げられている. しかし，プロスポーツ
チームの監督，実業団チームの監督，大学の体
育会系運動部の監督，スポーツ少年団等の子ど
ものスポーツクラブの指導者を対象とした研究
は，体育・スポーツ経営学界では見当たらない. 
今後は，さらに対象を広げ，それぞれの対象に
おける管理行動の構造とその効果について分析
していくことが課題であると考える. また，本
研究では，男子部と女子部には「信頼関係」の
管理行動に差異があることを明らかにしたが，
表面的な事実を明らかにしたにすぎない. 企業
経営の実践の場では，「女性社員マネジメント
の教科書」（田島，2012）をはじめ，女性部下
のやる気を高める上司のコミュニケーションス
キル等の情報が蓄積され，研修会も開催されて
いる．体育・スポーツ経営学界においても，企
業経営における先行研究，実践知を活用した，
女子部員マネジメントに関する研究の蓄積が望
まれる. 

注
注 1 ）「なんともいえない」という中間点を 2

点にして， 5 段階尺度の回答を肯定側に偏
りを持たせたのは，これまでの管理行動診
断テストから「回答が肯定側に集中してし
まう」（北大路，1983）ことが分かっており，
自治体課長の管理行動評価（地方自治研究
資料センター，1981）の調査票で，回答の
分布が肯定の側に偏ることを予想して，あ
らかじめ「あてはまる」という肯定の側に
厚みをもたせた尺度を用意し，「5.極めて
よくあてはまる」から「1.あてはまらない」
にいたる 5 段階で回答させているためであ
る.
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